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手を貸そう                                   

～ガバナーメッセージ～ 

「職業奉仕月間によせて」 

国際ロータリー第２８４０地区 

ガ バ ナ ー 森 田  均 

 
 あなたは、「職業奉仕ってなんですか？」と新会員から聞かれて、即座に答えられ

る自信がありますか。 
 ロータリーの綱領（「ロータリーの友」横組１頁に掲載されています）には、職業

奉仕の概念も挙げられています。 
いわく 
  事業および専門職務の道徳的水準を高めること；あらゆる有用な業務は尊重さ

れるべきであるという認識を深めること；そしてロータリアン各自が業務を通

じて社会に奉仕するために、その業務を品位あらしめること； 
と。 
一読して、いかがでしょうか。やはり分かりにくいですね。 
 要は、ロータリアンそれぞれが自らの職業の道徳性と品位を高め、また互いにそ

の価値を認めあうことが職業奉仕であると理解してよいと思います。 
 
 それでは職業奉仕と社会奉仕の境界は、どこにあるのか？ 
 先程の綱領の中にも、「業務を通じて社会に奉仕する」という言葉があるように、

そこはグラデーションになっていると考えられるのではないでしょうか。 
 私が、近頃よくお話しする、職業を通じて地域とコンタクトを計ることにもなる

「現代型の職業奉仕」、すなわちロータリアンの事業所を小・中学生による職場体験、

あるいは高・大学生による就業体験のために積極的に解放することや職業人である

ロータリアンが講師として各種学校に赴く機会を作ることなどは、まさにその境界

に位置するものといえるかも知れません。 
 
 いずれにしても、地区内ロータリアンが、自らの職業を高め、そしてそれを通じ

て地域社会に奉仕することを願って止みません。 
 マジィアベＲＩ会長も言っています。思いやりの心を持って、「あなたの天職に手

を貸そう」ではありませんか！ 

２ 



手を貸そう                                    
～職業奉仕月間～ 

「職業奉仕月間によせて」 

国際ロータリー第２８４０地区 

職業奉仕委員長  金田 悦郎 

 

 １０月は、職業奉仕月間とされていますが、２８４０地区は地区大会と重なり、職業奉仕

月間を意識した職業奉仕委員会の活動はほとんど行われていないのが実情です。 
 ロータリアンの職業奉仕は、携わる職業の中で奉仕の理想を生かすことであり、携わる職

業の中において最も高度の道徳的水準を守り推進することとともに、ロータリアンが従事す

る職業の有用な価値を認め相互に相手を尊重し、さらに自己の職業上の手腕を社会の問題や

ニーズに役立てることにあるとされています。 
 ロータリアンの職業奉仕の理想は、他の社会奉仕団体と比較して、極めて倫理的・道徳的・

自制的・内向的です。 
 そのために、社会奉仕団体としての活動が目立たないとの批判もありますが、ロータリー

クラブの性格を定める基本となっているもので、ロータリアンとしては常に職業奉仕を意識

し続ける必要のあるものです。 
 今年度は、職業奉仕の意識の向上をはかるために、地区の全クラブにおいて「四つのテス

ト」を実践することを呼びかけました。 
 各クラブで実行されていますか。 
 されていないクラブは、是非実行願います。 
 また、各クラブの職業奉仕委員会の活動の多くが「会員の職場訪問」に止まっていること

が、職業奉仕委員会の活動の停滞を招いているとして、「会員の職場訪問」以外の職業奉仕

を援助することとし、適切な職場訪問先を紹介することも可能となりました。 
 経験されたクラブからは、会員の職場以外の職場訪問は新鮮であり貴重な体験であるとの

報告も受けています。 
 地区は、さらに、ロータリアンが貴重な体験を得ることの出来る訪問先を開拓し各クラブ

に情報の提供を行うこととしますが、各クラブにおかれてもロータリアンに有益な体験を提

供出来る会員がおられたら地区に情報の提供を願います。 

 3



手を貸そう                                   
～米山月間～ 

「米山月間によせて」 

国際ロータリー第２８４０地区 

米山奨学委員長  野辺 昌弘 

 

 ロータリー米山祈念奨学会は、日本で最初に創立されたロータリークラブである、東京ロ

ータリークラブの初代会長米山梅吉氏の功績を記念して、１９５３年より、米山基金として

誕生しました。当初、東京ロータリークラブの会員の募金により、海外から大学課程の学生

２名を招致し、２年間奨学金を支給しました。その後（1957 年）全クラブの合同事業とし、

ロータリー米山奨学委員会が結成され、全国組織となり、1967 年から財団法人ロータリー米

山記念奨学会と改称し、現在までに 96 ｹ国、11,542 名の外国人留学生に奨学金を支払いいた

しております。 

 ロータリー米山記念奨学会の事業目的は日本に留学している外国人留学生の中からロータ

リーの理想とする、国際理解と親善に寄与し、学業、異文化理解、コミュニケーション、地

域交流、ボランティア活動などに意欲ある優秀な留学生、研究者を選考し、日本のロータリ

アンの寄付金を財源とした奨学金を支給する経済的支援と世話クラブカウンセラー制度によ

る精神面での支援を柱とした、民間最大の奨学団体であります。 

 2003 学年度全国の米山奨学生は 38 ｹ国 1006 名であります。この内、2840 地区では新規奨

学生 15 名、継続 7名の計 22 名です。 

 森田年度（2004 学年度）の採用数は、新規採用 18 名、継続 8 名の計 26 名で選考会は平成

16 年 2月 8 日行う予定です。 

 2003 年 7 月より米山功労表彰が新しくなりました。この目的は米山功労者をもっと身近な

目標としていただくためで、その改定は準米山功労者（累計 3 万円）と米山ファンドフェロ

ー（累計 15 万円）は廃止となり、米山功労者の表彰金額を 30 万円から 10 万円刻みにするこ

とになりました。 

 名称は寄付累計額が 10 万円に達した時に「第 1回米山功労者」となり、第 2回（20 万円）

から第 9回（90 万円）までを「米山功労者（マルチプル）」、第 10 回（100 万円）以上には

「米山功労者（メジャードナー）」と呼称することに変わりました。又、表彰品は米山功労

者になる毎に感謝状を贈呈し以前の表彰品であります盾（メダル付）およびピンは今まで通

り 30 万円に達した時に顕彰されます。 

 森田年度のロータリー米山記念奨学会に対する寄付目標額は、会長エレクトセミナー、地

区協議会でお願い申し上げました通り、普通寄付金＋特別寄付金合わせて、一人当り 18,500

円であります。 

 厳しい経済環境の中ではありますが、ロータリー米山記念奨学会の事業をご理解いただき、

一人でも多くの奨学生を採用できますよう、皆様方の尚一層のご協力をお願い申し上げます。 

４ 



手を貸そう                                     
～委員会報告～ 

ローターアクト合同会議報告 

国際ロータリー第２８４０地区 

ローターアクト委員長 松本 博 

 去る８月１０日（日）に中央情報経理専門学校に於いて、ローターアクト合同会議を全体会（１部）、

分科会（①ロータリー部門 ②ローターアクト部門）、全体会議（２部）の３部構成で開催致しました。 
今回の合同会議の主旨は、青少年の育成に大切なプログラムであるローターアクトプログラムが会員

減少等で活動と運営に大きな岐路に立たされている中、ローターアクトの活性の為に、未提唱のロータ

リークラブと一緒になって地区内４７RCのロータリアンにご指導・ご声援を頂く環境作りの一歩です。 
分科会では、ローターアクト部門は第１回会長・幹事会を別室で行い、ロータリー部門は、ローター

アクトの活動内容、現在の状況についての説明、資料提供をして未提唱クラブへの共同支援をお願いし

ました。また、参加ロータリアンよりローターアクトについて下記のようなご意見を頂きました。 
・ ローターアクトの活動目的をもっと明確にして会員の自己研鑚に努めよ 
・ 奉仕活動と親睦活動の区分をしっかりすべきである 
・ ローターアクト活動にロータリアンが積極的に参加し、交流を持つべきである 
・ 複数のロータリークラブでローターアクトを支援できる枠組みを作ってはどうか 
・ ガバナー方針にローターアクトの再生を取り上げてもらい地域全体で取り組む 
後殷の全体会議では、ロータリアンとアクターとの率直な意見交換があり、小林ロー

ターアクト地区代表が切々と代表としての心情とアクト会員増強への協力願いを強く訴え

ました。会場は一瞬身に詰まる思いでした。 
 下田新世代奉仕委員長の総評は、 
・ 活動（行動）の目的を認識し、きっちりと行動すること（遊びを混同しないこと） 
・ 会員拡大には日頃のローターアクトの活動を地域社会にもっと知らせること 
・ 会員数が減少してもローターアクトの活動を止めないこと 
とまとめられ、アクターの情熱に期待しロータリアンの支援をお願いされました。 
今回は率直な意見交換ができた素晴らしい合同会議でした。 
ローターアクト委員会は、ロータリアンとローターアクターとの交流の場を多く持ち、より多くのロ

ータリアンにローターアクトを理解して頂き、共同支援体制作りを目指して一年間努力する所存です。 
最後になりましたが、出席されましたロータリアンとローターアクターの方々、また会場を無料で提

供してくださいました中央情報経理専門学校様に心より感謝申し上げます。ありがとうございました。 
 

    
  森田ガバナー     松本ＲＡ委員長    小林ＲＡ地区代表      全体会議 

５ 



手を貸そう                                    
～委員会報告～ 

「ロータリー財団 国際親善奨学生選考会を終えて」 

国際ロータリー第２８４０地区 

ﾛｰﾀﾘｰ財団委員会委員長 富田 佳典 

 ２００４－２００５年度のロータリー財団奨学生の選考会を８月１７日（日）に前橋東急

インで開催しました。 
 早朝より準備に入り、１０時からの受付、説明会を経て 1年留学生の面接から始めました。 
 応募者が昨年より少なく６名のみでした。 
 折角の好条件、学ぶ者にとっては最高の資金援助をもう少し広く知らしめたいと強く感じ

たのは私だけではないと存じます。 
 来年度に期待する処、大であります。 
 さて、案内されて面接会場に入る顔は皆緊張そのもので、先ずリラックスしてもらう事か

ら始まりましたが、流石現代を代表する若者だけあって、すぐにマイペースに戻る者、中々

普段の調子が出ない人など様々でした。が、自己の考えや主張はハッキリと発言し、皆好感

が持てました。 
 審査には森田ガバナーを筆頭に財団委員会の委員３名、仙田地区幹事、高木パストガバナ

ーと語学担当の３名の先生方で総勢９名。 
 午後のマルチイヤー応募者は３名のみでしたが 1 年留学生よりは更に熱心に、自己の主張
や帰国後の対応など本当に立派に語り、我々は感動すら覚えました。 
 留学年が終了した暁には、外国で得た才能を生かし、財団への感謝の気持ちと共に社会や

それぞれの職場でその成果を限りなく発揮され、すばらしい結果が生まれるだろう将来を見

た様に、ガバナーをはじめ審査に当たった人達はすっきりした充実感で１日を終りました。 
 合格候補者の留学実施は明年９月からとなりますが、満を持してその日を待ってくれる事

と存じます。 
 世界にはばたく国際人の誕生に、大きな期待を込めて、報告といたします。 
 ２００４－２００５年度選考通過者は次の通りです。 
◇ １学年度奨学生           ◇ マルチイヤー奨学生 

  若林 義隆さん（前橋西ＲＣ推薦）    岸  聖子さん（高 崎 北  ＲＣ推薦） 

  金子 朋美さん（沼 田ＲＣ推薦）    川生真理子さん（館林ミレニアムＲＣ推薦） 

  新井 佳織さん（桐 生ＲＣ推薦） 

             以上３名                    以上２名 

 

                 

      選考委員                   選考会 

６ 



手を貸そう                                       
～委員会報告～ 

「国際奉仕セミナー報告」 

国際ロータリー第２８４０地区    

国際奉仕委員長  伊能 富雄   

 去る、８月２４日（日） 高崎サンパレスにおいて国際奉仕セミナーを開催、地区内 47
クラブ、国際奉仕委員長、世界社会奉仕委員長、青少年交換委員長は基より、会長さんに

も呼びかけまた、森田ガバナー、佐藤地区幹事、各アシスタントガバナーの皆様にもご出

席を頂き、北アジア、ゾーンコーディネーターでもあられます重田パストガバナーに「国

際奉仕全般について」と致しまして世界社会奉仕（WCS）、ポリオプラスパートナー、識
字率向上についてのご講演をいただきました。 
 引き続き、世界社会奉仕（WCS）千木良委員長により、WCS プロジェクト交換につい
ての取り組み方や進め方について、世界社会奉仕の意義について詳しく説明があり、各ク

ラブからのアンケート調査の集計結果報告をして頂きました。今回は 47クラブ中 40クラ
ブからの回答しか得られませんでしたがWCS活動の経験クラブは 16クラブ、マッチング
グラントの実行経験が 9クラブ、本年度予定しているクラブは 11クラブでした。又、次年
度以降に取り組みたい、研究したいクラブが 8クラブあり外国との姉妹クラブを希望する
クラブも 8クラブあり、姉妹クラブのあるクラブから「外国との姉妹提携はすばらしい経
験が数多くできます。是非、他の未提携クラブも進めて頂きたいと思います」とのコメン

トを頂いております。更に、プロジェクト交換を MG（マッチンググラント）に発展させ
たいが「相手国の情報がない」「どう取り組めば良いか解らない」という声があれば地区か

らもあらゆる情報も提供したい、との事を発表させていただきました。 
 又、私のほうからロータリー財団からの補助を受ける MG（マッチンググラント）につ
いてロータリー財団のシステムが変わった事によりMGプロジェクトの進め方、取り組み
方とWCS、プロジェクト交換との違いについて等、報告させていただきました。 
 引き続き、天笠青少年交換委員長より今年度から更に交換学生に対しての危機管理やオ

リエンテーションの充実が図れるようアウトバウンド・インバウンドコーディネーターを

委員会に加えての活動と１年交換、夏季交換学生についての報告、森田ガバナー年度の募

集要項について、交換学生の意義についての説明がありアメリカ、ミネソタ州から帰国し

た１年交換学生の福島麻乃さんから「世界中の友達と留学体験談」として貴重な体験談を、

又、金井愛さんはやはりアメリカ、オレゴンから帰国され１年間という短い期間に「人生

にとってとても大切な最高の思い出を作る機会を与えてくれたロータリークラブ」「言葉に

ならないほどの感動を覚えた」等々、２人のとても素直な、感動的な報告をしていただき

長時間にわたった研修会を終了いたしました。 

       
 重田ﾊﾟｽﾄｶﾞﾊﾞﾅｰ   伊能国際奉仕委員長    国際奉仕委員       全体会場 

７ 



手を貸そう                                   
～新会員紹介～ 

 

 

          

四方  浩     塚越 勝美       小柴 勘治     大川 悦司 
前橋ロータリークラブ    前橋ロータリークラブ    伊勢崎ロータリークラブ      新田ロータリークラブ 

入 会 日：2003 年 8 月 26 日 入 会 日：2003 年 8 月 26 日  入 会 日：2003 年 8 月 20 日    入 会 日：2003 年 7 月 2 日 

職業分類：銀行       職業分類：銀行       職業分類：精密光学測定機器販売  職業分類：果樹園 

勤 務 先：株式会社群馬銀行 勤 務 先：株式会社群馬銀行 勤 務 先：群栄産業株式会社  

                   本店営業部 

役    職：頭取       役    職：本店営業部長   役    職：代表取締役社長  

推 薦 者：吉田恭三     推 薦 者：堤 公男     推 薦 者：田村和之 多賀谷 剛  推 薦 者：荻原 泉 

 

           

  片桐 昭栄      荻原 勲       栗原 歌子      大谷 克己 
新田ロータリークラブ     新田ロータリークラブ      新田ロータリークラブ     太田中央ロータリークラブ 

入 会 日：2003 年 7 月 2 日   入 会 日：2003 年 8 月 6 日    入 会 日：2003 年 9 月 3 日   入 会 日：2003 年 7 月 4 日 

職業分類：自動車部品販売   職業分類：不動産        職業分類：教育コンサルタント 職業分類：鋼製建具販売 

勤 務 先：有限会社シーエストップ 勤 務 先：有限会社荻原不動産                 勤 務 先：有限会社大谷ｱﾙﾐ工業 

役  職：代表        役    職：代表                        役    職：代表取締役 

推 薦 者：荻原 泉      推 薦 者：梶塚太郎       推 薦 者：荻原 泉      推 薦 者：中里茂之 

                                                     

             
 

   鈴木 浩明      関塚 尚仁     中野 小三郎    
太田中央ロータリークラブ    太田中央ロータリークラブ   藤岡北ロータリークラブ 

  入 会 日：2003 年 7 月 4 日    入 会 日：2003 年 7 月 4 日   入 会 日：2003 年 8 月 5 日 

  職業分類：ｶﾞｽ工事･販売     職業分類：電気器具販売    職業分類：コンサルタント 

  勤 務 先：中央ｶﾞｽ株式会社    勤 務 先：有限会社ﾐｶｻ無線   

  役  職：専務取締役      役    職：代表取締役     役    職：代表 

  推 薦 者：中村俊之       推 薦 者：滝本俊雄      推 薦 者：山口 勝 
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～物故者～ 

            謹んでご冥福をお祈りいたします 

                  

井田 清 会員        深川 淳 会員          山岡 正明 会員 

株式会社三共ﾄﾞﾗｲｸﾘｰﾆﾝｸﾞ   医療法人深慈会 深川病院     山岡･中川法律事務所 

ロータリー歴        ロータリー歴           ロータリー歴 

1979年2月19日高崎RC入会  1959年9月21日太田RC入会      1978年7月6日前橋東RC入会 

米山功労者         1961～62 年太田ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ幹事    2000～01 年度ｸﾗﾌﾞ会長 

              1966～67 年太田ﾛｰﾀﾘｰｸﾗﾌﾞ会長    1988 年 3 月 9日ﾎﾟｰﾙﾊﾘｽﾌｪﾛｰ 

              1970～71 年地区会員増強委員    1995 年 8 月 30 日ﾍﾞﾈﾌｧｸﾀｰ 

              1973～74 年地区財団教育補助金委員 2000 年 5 月 9日米山功労者 

              ﾛｰﾀﾘｰ財団ﾎﾟｰﾙﾊﾘｽﾌｪﾛｰ         2000 年 9 月 29 日ﾏﾙﾁﾌﾟﾙﾌｪﾛｰ 

                   ﾏﾙﾁﾌﾟﾙﾌｪﾛｰ ２回 

              米山功労者      ２回 

 
∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗∗ 

文 庫 通 信（192 号） 

 「ﾛｰﾀﾘｰ文庫」は日本ﾛｰﾀﾘｰ 50周年記念事業の一つとして1970年に創立された皆様の資料室です。 

 ロータリー関係の貴重な文献や視聴覚資料など、1 万 9 千余点を収集・整備し皆様のご利用に備

えております。閲覧は勿論、電話や書信によるご相談、文献・資料の出版先のご紹介、絶版資料に

ついてはコピーサービスも承ります。 

 クラブ事務所にはロータリー文庫の「資料目録」を備えてありますので、ご活用願います。以下

資料のご紹介を致します。 

地区大会誌より 

◎「ロータリーは新世代とどう関わるか」 新田満夫 2002 7p(D.2580 ﾊﾟﾈﾙﾃﾞｨｽｶｯｼｮﾝ) 

◎「子どもと内なる自然」 河合雅雄 2003 9p（D.2730 記念講演） 

◎「人間性豊かな青少年に育てる為に、我々 に何ができるか」 見城美枝子 2003 20p（D.2790ロータリーミーティング） 

◎「慈愛の種からどのような花を咲かせるか」 小林博 2003 15p(D.2510 記念フォーラム) 

◎「ｱｰｻｰ･ﾌﾚﾃﾞﾘｯｸ･ｼｪﾙﾄﾞﾝ論」 小堀憲助 2003 17p（D.2680 特別講演） 

◎「ロータリーは今！」 岩井 敏 2003 5p(D.2790 記念講演) 

◎「日本の可能性、東京の可能性 いまﾛー ﾀﾘー ｱﾝに期待すること」 石原慎太郎 2002 3p(D.2580 記念講演) 

◎「言葉の危機、心の危機」 柳田邦男 2003 6p（D.2680 記念講演） 

◎「このままでは日本は滅びる」 渡部昇一 2003 3p（D.2790 記念講演） 

◎「生き方の選択」 日野原重明 2003 10p(D.2780 記念講演) 

◎ 「ロータリーの新しい展望」 南園義一 2003 4p(D.2520 基調講演)【申込先：ﾛｰﾀﾘｰ文庫(ｺﾋﾟｰ)】 

              ロ ー タ リ ー 文 庫                     

〒105-0011東京都港区芝公園2-6-3abc会館7階 TEL:03-3433-6456 FAX：03-3459-7506 http://www.rotary-bunko.gr.jp  

開館＝午前 10 時～午後 5時 休館＝土・日・祝祭日 
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月初 月末 増減 女性 月初 月末 増減 女性

前橋 3 95.27 98 100 2 3 太田 3 88.23 96 93 -3 0
前橋西 4 98.94 71 71 0 2 館林 4 87.50 59 59 0 0
前橋東 3 92.12 73 73 0 0 大泉 3 83.66 58 57 -1 2
前橋北 2 90.79 59 59 0 3 太田西 3 84.62 38 38 0 1
前橋南 3 86.67 40 40 0 0 太田南 3 86.50 51 51 0 0
前橋中央 3 85.96 39 37 -2 6 館林西 4 79.35 28 28 0 0
合計(6クラブ) 91.63 380 380 0 14 新田 3 96.40 35 36 1 0
桐生 3 79.33 63 63 0 0 館林東 3 90.00 32 32 0 1
伊勢崎 3 94.91 71 72 1 0 太田中央 4 80.26 38 38 0 2
桐生南 3 79.85 49 49 0 3 館林ﾐﾚﾆｱﾑ 3 77.77 28 28 0 0
群馬境 4 86.23 46 46 0 3 合計(10クラブ) 85.43 463 460 -3 6
桐生西 4 93.08 63 63 0 1 渋川 3 91.67 72 73 1 2
伊勢崎中央 3 85.25 64 64 0 1 沼田 3 85.53 53 53 0 0
伊勢崎南 5 92.50 40 40 0 1 草津 3 80.03 27 27 0 2
桐生中央 3 89.52 38 38 0 5 水上 4 83.33 8 8 0 0
伊勢崎東 4 88.57 34 35 1 1 中之条 4 74.00 28 27 -1 1
桐生赤城 4 98.84 43 43 0 2 沼田中央 5 85.68 60 60 0 0
合計(10クラブ) 88.81 511 513 2 17 渋川みどり 3 87.72 43 42 -1 2
高崎 3 91.07 74 73 -1 0 合計(7クラブ) 83.99 291 290 -1 7
高崎南 4 91.17 70 70 0 3 富岡 4 92.72 57 57 0 3
高崎北 3 84.91 60 60 0 0 藤岡 3 92.20 54 54 0 2
高崎東 3 98.93 56 55 -1 0 安中 3 73.96 32 32 0 0
高崎ｼﾝﾌｫﾆｰ 4 87.78 49 50 1 3 藤岡北 3 87.08 20 21 1 1
高崎ｾﾝﾄﾗﾙ 3 76.67 42 42 0 0 富岡中央 3 87.81 40 39 -1 1
合計(６クラブ) 88.42 351 350 -1 6 碓氷安中 3 72.05 27 27 0 3

藤岡南 4 83.34 29 28 -1 2
富岡かぶら 3 83.12 29 28 -1 1
合計(8クラブ) 84.04 288 286 -2 13

10月の公式訪問予定 10月の行事予定
10月1日 新田 10月4日 ロータリー財団セミナー
10月2日 高崎東 10月4日

10月7日 安中 10月5日

10月9日 太田 10月17日 地区大会記念ゴルフ大会
10月10日 太田中央 10月18日

10月22日 大泉 10月19日

10月23日 館林ミレニアム
10月24日 館林
10月28日 太田南
10月29日 太田西

◆　第２８４０地区　２００３年８月出席報告

女性会員数

63 86.87

当月平均出席率8月末日

2,279

純増減会員数

-5

クラブ数

47 2,284

月初

会員数

会　員　数出席率
(%)

クラブ名
例
会
数

第
５
分
区

第
４
分
区

ライラ研修会

第
３
分
区

◆　公式訪問　・行事予定

第
１
分
区

第
２
分
区

クラブ名
例
会
数

出席率
(%)

会　員　数

地区大会

第
６
分
区

◆　10月のロータリーレートは

　　　　１ドル　１１６円　です

１０


